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60年以上続く地域の社交場「小泉サロン」

実施期間

1948年～

実施地域

広島県東広島市西
さいじょう

条町中心部

活動概要

広島県東広島市の中国新聞西条

販売所の鈴木常徳さんは、先代所

長が地域の結びつきを深めるため

に、1948年から始めた「小泉サロ

ン」を引き継ぎ、地域の人たちと

の交流の場を提供している。

当初は青年団の集まりだったが、

数々の異業種交流の場と年々拡大

している。また、スポーツや趣味

の集い、留学生との交流パーティ

ーや町の清掃活動などを主催し、

地域の交流を深めている。

さらに、90年からサロンのネッ

トワークを活用した月刊地域情報

紙（マイタウン西条）を発行、そ

の後、子育て世代の意見も取り入

れた「小泉新聞舗新聞」にリニュ

ーアルした。このほか、隔月で地

域のイベント情報を発信する「小

泉新聞瓦版」も発行している。販

売所が地域の交流・情報発信・文

化活動のセンターとして機能し、

長きにわたり活動を継続している

点が高く評価された。

＊

鈴木常徳（すずき・つねのり）

◉

◉

◉

中国新聞西条販売所 所長　鈴木常徳

小泉サロンの年表■
昭和23年頃 元所長藤野 保がお茶好きであったので、地域の若

い人との結びつきを深めるため、店の広間を開放
し、お茶（抹茶）の会を始め、その後コーヒーの会
として現在まで続いている。

平成2年4月
より

サロンに集まる人々のネットワークを活用して、地
域情報誌「マイタウン西条」を毎月 15 日に発行。

「酒・大学・国際化・自然環境」を 4 つの柱にして
構成していき、以後 16 年間その柱を維持し、平成
18年11月の200号まで発行。

平成14年12月 区画整理により店舗移転、新店舗にはこれまで続
いたコーヒーサロンに加え、新しく不特定多数の人
が集まることのできる多目的交流スペースを設置。

平成15年2月 小泉サロンの移転、以後現在まで。

平成15年4月
より

各種グループの活用を開始。中国語教室・お能教
室等。以後、次々に増加し、現在はほぼ毎日、子
育て世代、高齢者世代、趣味の奥様の会、各種会
議など多くの人々に利用されている。

平成19年4月
より

新しく小泉新聞舗新聞を発行、現在に至る、来年4
月で5周年を迎える。

平成19年6月 新聞販売フォーラム2007広島にて、地域貢献分科
会にてパネリストとして副所長が発表。

平成20年5月 中国新聞社より地域貢献賞受賞。

※販売所からの情報発信のひとつのツールとしてミニコミ紙を活用し
てきました。特に小泉新聞舗新聞では、購読者とのキャッチボール
のできる手法として、今月のプレゼントコーナーを設け、応募の際
新聞に対するご感想やご希望を記入していただくようにしたところ、
毎月届く多くのハガキから、編集スタッフが感動や次の企画へのヒ
ントをいただき、良い方向で進んでいます。

小泉お掃除隊の活動◎
2008 年 3月20日、桜が咲くまでに桜の綺麗な地元の川

沿いをキレイにしましょう！と、小泉新聞舗新聞で呼びかけ
をし、地区社会福祉協議会の賛同を得て、お掃除の後には
おにぎりと酒粕汁で交流会を開くこととなりました。当日は
地域の皆さんや広島大学のアメリカンフットボール部員、留
学生など約40名が集まり、気持ちのよい汗をかきました。

第 2 回は10 月に行われる東広島市の一大イベント「酒ま
つり」を前に、お客様を気持ちよくお迎えする意味を込めて、
小泉新聞舗周辺の酒蔵通りの清掃活動をしました。

その後、開催時期を桜の季節と酒まつりの上記2つに定め、
2011年10 月2日に行うもので第 8 回目となります。回を重
ねるごとに参加者は増え、最近ではスタッフも含めて約 80
名前後が集まる、小泉新聞舗の恒例行事となっています。

先代（2代目）時代の販売所■

昭和37年の店舗

コーヒーサロン■

コーヒーの会─コーヒーを手渡す鈴木所
長（左）

小泉新聞舗新聞の前身である地域情報誌「マイタウ
ン西条ファミリー」

「寿恵広新聞」2002年12月6日付（号外）

「寿恵広新聞」2003年
1月26日付（第4号）

小泉お掃除隊（第1回・2008年3月20日）■

小泉お掃除隊出動（第2回・2009年10月5日）■

お掃除隊（第5回・2010年3月22日）■

お掃除隊（第6回・2010年10月
3日）

■

お掃除の後のおにぎりと西条名物の粕汁で「ホッ!!と」一息

現在の定期刊行物◎

「小泉新聞舗新聞」（2011
年4月号／隔月発行）

隔月発行の「小泉新聞
瓦版」（2011年9月号）

地域交流・情報発信・文化活動の
センター機能を果たす
長期間継続の活動
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60年以上続く地域の社交場「小泉サロン」◉中国新聞西条販売所 所長　鈴木常徳

さまざまな町内行事〈小泉サロンの活用〉◎
ヨガ・リトミック・フォークダンス・お能…などなど定期的に入って

いる貸し教室や地域・会社の会議の場、ピアノを使った講習会などにも、
広く利用いただいています。朝・昼・夜の 3 区分でそれぞれ千円という
価格設定で、皆さんに喜ばれています。

小泉新聞舗が企画から関わり開催しているイベントとしては、コンサ
ートや講談、新聞紙袋教室などがあります。新聞紙袋教室は参加無料
で、講師を所長夫人の鈴木順子さんがつとめています。小泉新聞舗新
聞にて募集を行い、毎回多くの方々が参加されています。
戦艦大和を語る会は、ご自分の経験を元気なうちに多くの人々に伝

えたい、という思いをお持ちの地域読者の徳川さんからの依頼を受けて
開催しました。広島の 8 月を前に関心度も高く、多くの方々にお集まり
いただけました。

小泉新聞舗も加盟している、西条ステキ委員会（右ページ※参照）が主催
した日向ひまわり講談会では、座布団をしき、屏風に座布団で模様替え
をしたサロンで、プロの講談を催しました。

ホームコンサート■

講談会■

戦艦大和を語る会■新聞紙袋教室■

元戦艦大和乗組員の徳川さんから「自分の記憶を元気なうちに
話しておきたい」とのお話をいただき、2010 年の終戦記念日に

「戦艦大和を語る会」を開催（参加、施設利用費は無料）。

夏休みに、新聞紙袋教室を開催。親子での参加も多く、
楽しいひとときとなりました。参加無料、作り方を教え
たのは中国新聞西条販売所所長夫人の鈴木順子さん。

町内行事の応援、参加について◎
①「街角歌声喫茶」と「手みやげ横丁」
「西条ステキ委員会」（下記※参照）の企画イベントとして、特に店

舗前を提供して行われたものです。どちらも東広島市が行う「ひ
がしひろしま音楽祭」というイベントを盛り上げるために行われ
ました。
※西条ステキ委員会…JR西条駅前地区を中心とした、地元商店・

酒蔵などが、2008年7月より、毎月1回小泉新聞舗2階「小泉
サロン」で定例会を開き、情報交換をしながら、町の行事を応
援する企画を実施しています。（現在 43 店舗と団体職員数名で
構成）

②祇園祭の御神輿休憩所
毎年7月に行われる町の祭りでは、30年ほど前からお神輿の休憩

所として店舗を提供、飲み物やおにぎりで、担ぎ手を労っています。
③酒まつり

毎年10月に行われる東広島市の一大イベント「酒まつり」では、
店舗前にステージを設置し、プロの演奏会による吹奏楽や、地域
住民の発表の場を提供しています。

昼ドキ街角音楽隊■

祇園祭■

手みやげ横丁■

酒まつり■


